
議
第
２
号

三
条
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Q
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
は
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
10
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
無
償
化
の
対
象
と

な
る
子
供
や
施
設
な
ど
の
要
件
、
対
象
と
な

る
子
供
の
人
数
、
保
護
者
の
負
担
額
な
ど
、

無
償
化
の
概
要
は
ど
う
な
の
か
。

A
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま

で
の
全
て
の
子
供
お
よ
び
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
子
供
の
う
ち
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
を

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
10
月
１
日
時
点

の
対
象
者
は
２
１
４
９
人
と
な
る
見
込
み
だ
。

ま
た
、
新
設
の
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等

利
用
給
付
に
よ
り
、国
立
大
学
付
属
幼
稚
園
、

私
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
な
ど
に
お
い
て

上
限
額
ま
で
利
用
が
無
償
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
10
月
１
日
時
点
で
65
人
が
対
象
と
な
る

も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
改
正
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど

の
保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
る
一
方
、

今
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
給
食
の
副

食
費
は
実
費
徴
収
さ
れ
る
。
所
得
の
低
い
世

帯
で
は
実
費
徴
収
に
よ
り
無
償
化
の
恩
恵
を

感
じ
な
い
世
帯
も
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

A
所
得
の
低
い
階
層
は
副
食
費
の
免
除

対
象
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
比

較
し
て
負
担
増
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

議
第
３
号

三
条
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

Q
印
鑑
登
録
証
明
書
の
公
的
証
明
書
に

旧
氏
を
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
併
記
を
希
望

す
る
見
込
み
者
数
に
つ
い
て
伺
う
。

A
国
で
は
、
女
性
活
躍
の
視
点
に
立
っ

た
制
度
を
整
備
し
て
お
り
、
旧
氏
を

使
用
し
活
躍
す
る
女
性
が
増
加
し
て
い
る

中
、
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
加

え
、
印
鑑
登
録
証
明
書
に
も
旧
氏
を
併
記
で

き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
改
め
て
新
し
い

氏
で
印
鑑
登
録
を
し
直
す
必
要
が
な
い
た
め

負
担
軽
減
に
な
る
。
平
成
30
年
度
で
は
、
結

婚
な
ど
に
よ
り
印
鑑
登
録
を
し
直
し
た
件
数

が
29
件
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
年
間
で
そ
の
内

数（
う
ち
す
う
）
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

議
第
７
号

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

Q
地
方
債
約
８
０
０
０
万
円
の
減
額
補

正
後
の
市
民
１
人
当
た
り
の
負
担
額

に
つ
い
て
、
ま
た
、
県
民
１
人
当
た
り
、
国

民
１
人
当
た
り
の
負
担
額
に
つ
い
て
伺
う
。

A
年
度
末
に
お
け
る
市
民
１
人
当
た
り

の
残
高
負
担
額
は
約
96
万
円
、
県
民

１
人
当
た
り
約
１
０
９
万
円
、
国
民
１
人
当

た
り
は
約
９
８
３
万
円
で
あ
る
。

認
定
第
１
号

平
成
30
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Q
決
算
の
不
用
額
に
つ
い
て
、
予
算
に

比
較
し
て
不
用
額
が
多
い
戸
籍
住
民

基
本
台
帳
費
、
住
宅
費
、
社
会
教
育
費
の
主

な
要
因
は
何
か
。

A
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
は
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
の
実
績
が
大

き
く
下
回
っ
た
た
め
。

住
宅
費
は
、
市
営
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

の
実
施
設
計
委
託
を
来
年
度
に
見
送
っ
た
こ

と
と
、
月
岡
八
珍
住
宅
お
よ
び
藤
平
住
宅
の

解
体
工
事
で
請
負
差
額
が
生
じ
た
た
め
。

社
会
教
育
費
は
、
旧
三
条
小
学
校
解
体
工

事
お
よ
び
遺
跡
発
掘
調
査
業
務
委
託
に
請
負

差
額
が
生
じ
た
た
め
。

Q
さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
・
学

び
の
マ
ル
シ
ェ
の
成
果
は
上
が
っ
て

い
る
の
か
。

A
塾
委
託
お
よ
び
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
教
室
と
も
に
定
員
に
は
達
し

な
か
っ
た
が
過
去
最
多
の
参
加
者
に
な
っ

た
。
塾
委
託
は
委
託
業
者
を
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
学
力
の
伸
び
や
学
習
意
欲
の
向
上

に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

Q
商
工
費
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
費
の

中
で
、
首
都
圏
な
ど
に
向
け
て
三
条

産
品
、
観
光
資
源
お
よ
び
も
の
づ
く
り
文
化

の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

事
業
の
中
で
、
昨
年
度
取
り
組
ん
だ
新
た
な

事
業
は
何
か
。

A
昨
年
度
は
粟
ヶ
岳
、
棚
田
、
吉
ヶ
平
、

鍛
冶
道
場
な
ど
を
撮
影
し
、
グ
ー
グ

ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
公
開
し
た
。
同
時

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
サ
イ
ト
に
も

掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
施
設
な
ど
の
具
体
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
め
る
と
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

Q
燕
三
条
地
域
の
も
の
づ
く
り
の
歴
史

や
文
化
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス 

ロ

ン
ド
ン
に
展
示
し
た
内
容
や
評
価
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

A
企
画
展
に
つ
い
て
は
、「
燕
三
条
―

金
属
の
進
化
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
当
地
域
の
も
の
づ
く
り
の
進
化
に
つ

い
て
、
社
会
の
変
化
に
適
応
し
て
き
た
歴
史

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
40
名
を
超
え
る
燕

三
条
地
域
の
職
人
が
現
地
に
行
き
、
実
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

英
国
王
室
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
を
は
じ
め
と

し
て
、
来
場
者
は
延
べ
２
万
５
０
０
０
人
を

超
え
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
企
画
展
終

了
後
、
現
地
イ
ギ
リ
ス
の
鍛
冶
職
人
と
の
新

た
な
交
流
が
始
ま
っ
た
ほ
か
、
英
国
王
立
美

術
大
学
の
学
生
が
燕
三
条
地
域
を
視
察
に
訪

れ
る
な
ど
、
企
画
展
の
開
催
を
契
機
と
し
た

つ
な
が
り
が
続
い
て
い
る
。
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大
綱
質
疑

大
綱
質
疑

9 月定例会では、
4 会派が大綱質疑
を行いました。

市政の 　を
問いました

??
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